
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

第
３
回（
９
月
）定
例
会

○
平
成
24年

度
決
算
関
連
記
事
 
２
～
６
ペ
ー
ジ

○
決
議
・
意
見
書
 

７
ペ
ー
ジ

○
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
 

８
～
９
ペ
ー
ジ

○
一
般
質
問
（
13人

登
壇
） 

13～
19ペ

ー
ジ

葉
山
沖
で
行
わ
れ
た
O
P
級
ア
ジ
ア
選
手
権

葉
山
沖
で
行
わ
れ
た
O
P
級
ア
ジ
ア
選
手
権
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定例会

第３回
９月

平成24年度決算を審議
一般会計決算を認定
特別会計決算は一部不認定

　

第
３
回
定
例
会
は
９
月
４

日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
開
催

し
、
行
政
報
告
な
ら
び
に
24

年
度
決
算
及
び
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
等
か
ら
陳
情
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
決
算
に
対
す
る

総
括
質
問
は
７
人
、
行
政
の

問
題
点
に
対
す
る
一
般
質
問

は
13
人
が
行
い
ま
し
た
。

「
決
算
特
別
委
員
会
」

　

決
算
審
査
は
、
６
人
に
よ

る
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員

長
・
笠
原
俊
一
、副
委
員
長
・

田
中
孝
男
、
委
員
・
守
屋
亘

弘
、
畑
中
由
喜
子
、
土
佐
洋

子
、
窪
田
美
樹
）
を
設
置
し
、

関
係
部
課
長
な
ど
の
出
席
を

求
め
、
予
算
執
行
状
況
等
を

慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
は
全
会
一

致
で
認
定
、
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
は
賛
成
多
数
で
認

定
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
及
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
決
算
は
賛
成

少
数
に
よ
り
不
認
定
と
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

平成24年度　各会計別決算状況 （千円以下四捨五入）
 区　分
会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一般会計 95億1,541万円 95億7,116万円 91億7,642万円 3億9,475万円

特
別
会
計

国民健康保険 39億1,728万円 40億4,099万円 37億9,418万円 2億4,681万円
後期高齢者医療 7億8,850万円 7億8,356万円 7億3,616万円 4,741万円
介護保険 24億7,669万円 24億　974万円 23億6,220万円 4,754万円
下水道事業 12億    6万円 11億4,335万円 11億1,682万円 2,653万円
小　　　計 83億8,253万円 83億7,765万円 80億　936万円 3億6,829万円
合　　計 178億9,794万円 179億4,882万円 171億8,578万円 7億6,304万円

町債の状況 （千円以下四捨五入）

種　類 平成23年度末
現在高

平成24年度
発行額

平成24年度
元利償還金

平成24年度末
現在高 期中増減

普通債 14億7,728万円 7,270万円 2億4,273万円 13億4,161万円 △1億3,567万円
臨時財政対策債 33億6,160万円 3億8,700万円 2億3,447万円 35億5,684万円 1億9,523万円
減税補てん債 7億1,900万円 0　円 1億1,810万円 6億1,052万円 △1億   848万円

臨時税収補てん債 3,547万円 0　円 632万円 2,986万円 △561万円
小　　計 55億9,335万円 4億5,970万円 6億　162万円 55億3,883万円 △5,453万円

公共下水道事業債 92億1,930万円 9,270万円 6億2,635万円 88億8,560万円 △3億3,370万円
合　　計 148億1,265万円 5億5,240万円 12億2,797万円 144億2,443万円 △3億8,823万円

財政分析指数
財政運営の健全性や財政構造の弾力性等の指標となるものである。

区　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度
財 政 力 指 数（３ヵ年平均） 0.988 0.946 0.912
公 債 費 比 率 （％） 3.1 2.6 2.5
実質公債費比率（３ヵ年平均） 1.5 1.0 0.8
実 質 収 支 比 率 （％） 6.0 8.4 5.8
経常収支比率 （％） 99.2 100.9 101.5

基金運用状況 （千円以下四捨五入）
区分 種　類 23年度末現在高 年度中増減 24年度末現在高

積
立
基
金

財政調整基金 7億5,731万円 2億5,500万円 10億1,231万円
公共公益施設整備

基金 2億1,141万円 △3,645万円 1億7,496万円

ふるさと葉山みどり
基金 1億3,788万円 △511万円 1億3,277万円

国民健康保険事業
運営基金 7,624万円 400万円 8,025万円

介護保険給付費支
払基金 1億4,521万円 3,155万円 1億7,676万円

子育て支援事業基金 800万円 △800万円 0　円
小　　　　計 13億3,605万円 2億4,099万円 15億7,704万円

定
額
基
金

土地開発基金 1億6,793万円 4万円 1億6,797万円
高額療養費貸付基金 300万円 0　円 300万円
小　　　　計 1億7,093万円 4万円 1億7,097万円

合　　　　計 15億   698万円 2億4,103万円 17億4,801万円

用語解説
１　財政力指数（財政力余力）
　　基準財政収入額を基準財政需要額で割った数値
　　1.0を下回ると地方交付税（普通交付税）の交付団体となる
２　公債費比率（借金の重さ）
　　 一般会計の公債費（元利償還金）が標準財政規模に占める割合
　　数値が小さい方が健全
３　実質公債費比率（借金余力）
　　 全会計の公債費（元利償還金）が標準財政規模に占める割合
　　18％以上になると起債に県の許可が必要、早期健全化基準は25％
　　数値が少ない方が健全
４　実質収支比率（財政が赤字か黒字か）
　　実質収支の標準財政規模に対する割合、プラスの場合は黒字
　　マイナスの場合は赤字を表わす
５　経常収支比率（財政の弾力性）
　　 経常的に支出される経費に充当された一般財源の額が経常的に収入される
一般財源プラス減税補填債及び臨時財政対策債の合計額に占める割合

　　数値が高いほど財政の硬直化が進んでいるとされる
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企
画
調
整
事
業

（
320
万
円
）

　

行
政
施
策
の
企
画
及
び
総

合
調
整
に
関
す
る
業
務
を
行

っ
た
。
ま
た
、
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画

の
策
定
事
業
等
を
行
っ
た
。

電
子
自
治
体
基
盤
整
備
事
業

（
563
万
円
）

　

各
種
申
請
・
届
出
等
の
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
電
子
証
明
書
の
発
行

決
算
審
議
総
括
質
問

決
算
審
議
総
括
質
問

こ
ん
な
点
が
気
が
か
り

こ
ん
な
点
が
気
が
か
り

質
問
者
の
提
出
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す

等
、
電
子
自
治
体
構
築
に
不

可
欠
な
基
盤
整
備
を
行
っ
た
。

広
報
紙
発
行
事
業（

665
万
円
）

　

表
紙
と
裏
表
紙
を
含
む
８

頁
を
カ
ラ
ー
刷
り
と
し
た
。

神
奈
川
県
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム

共
同
事
業
（
１
億
96
万
円
）　

　

県
内
町
村
で
利
用
し
て
い

る
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
（
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
）
の
共
同
化

を
推
進
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム

構
築
・
運
用
・
改
修
に
か
か

る
負
荷
を
軽
減
。
情
報
の
連

携
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
た
。

勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給

及
び
生
活
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
（
591
万
円
）

　

勤
労
者
の
計
画
的
な
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、

勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給

事
業
と
生
活
資
金
貸
付
事
業

を
行
っ
た
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
費

 

　
　
（
２
１
２
７
万
円
）

　

解
散
に
伴
い
、
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
費
を
執
行

し
た
。

各
種
福
祉
団
体
等
補
助
金

（
７
０
５
３
万
円
）

　

福
祉
の
推
進
に
努
め
て
い

る
団
体
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
、
そ
れ
ら
の
団
体

の
事
業
、
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
た
。

在
宅
障
害
者
へ
の
生
活
支
援

事
業　

 （
１
億
１
３
６
８
万
円
）

　

身
体
障
害
者
の
損
な
わ
れ

た
機
能
を
補
完
し
て
、
日
常

生
活
や
職
業
活
動
を
容
易
に

す
る
補
装
具
の
購
入
又
は
修

理
の
経
費
を
助
成
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　
（
３
億
１
１
２
１
万
円
）

　

介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
、

地
域
生
活
支
援
事
業
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
加
算

等
。

障
害
者
施
設
指
定
管
理
事
業
推

進
事
業
（
１
０
６
１
万
円
）

　

障
害
者
支
援
施
設
「
葉
山

は
ば
た
き
」
の
管
理
・
運
営

を
指
定
管
理
者
に
委
託
し
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
円
滑
化
を

図
っ
た
。

小
児
医
療
助
成
事
業

  

（
７
２
７
４
万
円
）

　

子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成

を
支
援
す
る
た
め
、
医
療
費

の
一
部（
自
己
負
担
分
）を
助

成
し
た
。（
10
月
か
ら
小
学
校

４
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業 　
（
１
０
０
６
万
円
）

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
予

防
す
る
目
的
で
、
満
13
歳
〜

満
17
歳
と
な
る
女
性
を
対
象

に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
全
額
助
成
を
行
っ

た
。

自
主
防
災
組
織
資
機
材
購
入

事
業 

（
300
万
円
）

　

住
民
自
ら
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織

が
防
災
活
動
を
行
う
上
で
、

必
要
な
防
災
資
機
材
等
の
購

入
に
対
し
補
助
を
行
っ
た
。

防
災
行
政
無
線
再
整
備
事
業

　

 

（
２
千
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
無
線
設
備
を

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
同

報
無
線
設
備
に
更
新
す
る
こ

と
で
難
聴
地
区
の
解
消
と
、

災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集
、

情
報
提
供
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
い
る
。（
２
カ
年
継
続

事
業
）

守
屋　

亘
弘

問　

平
成
24
年
度
一
般
廃
棄

物
処
理
経
費
の
一
般
会
計
歳

出
決
算
に
占
め
る
割
合
、
ご

み
処
理
経
費
の
う
ち
、
ご
み

１
ト
ン
当
た
り
の
処
理
費
及

び
人
件
費
総
額
は
。

町
長　

一
般
廃
棄
物
処
理
経

費
の
一
般
会
計
歳
出
決
算
に

占
め
る
割
合
は
11
・
１
％
。

ご
み
１
ト
ン
当
た
り
の
処
理

費
は
約
６
万
２
８
４
０
円
、

人
件
費
総
額
は
約
３
億
464
万

円
で
あ
る
。

問　

10
年
前
の
平
成
15
年
度

と
比
較
す
る
と
、
一
般
廃
棄

物
処
理
経
費
の
一
般
会
計
歳

出
決
算
に
占
め
る
割
合
は
3.1

％
減
、
金
額
に
し
て
３
億
円

減
。
し
か
し
ご
み
処
理
経
費

の
う
ち
人
件
費
総
額
は
単
純

平
均
し
て
も
年
３
億
円
以
上

で
あ
る
。
し
尿
等
の
下
水
道

処
理
施
設
へ
の
投
入
施
設
が

完
成
す
れ
ば
、
し
尿
処
理
経

費
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
が
、

今
後
の
ご
み
処
理
経
費
削
減

策
は
。

町
長　

ご
み
の
資
源
化
・
減

量
化
の
推
進
と
人
件
費
の
削

減
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

横
山
す
み
子

問　

監
査
委
員
の
決
算
審
査

意
見
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
行
政
改
革
に
よ
る
事
業
、

組
織
、
人
件
費
の
見
直
し
」

の
中
で
、
機
構
改
革
は
25
年

度
に
実
施
す
る
の
か
。

町
長　

準
備
で
若
干
ず
れ
込

み
、
26
年
度
中
の
具
体
的
な

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

行
政
改
革
に
よ
る
事
業

の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
は
。

町
長　

今
す
ぐ
私
の
ほ
う
で

思
い
つ
く
も
の
は
な
い
が
、

今
年
度
は
職
員
の
意
識
改
革

に
重
点
を
置
き
、
職
員
の
研

修
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ふ
や
し
、

決算特別委員会審査

事業ごとに審査しました（主な事業）
どんな成果があったか
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参
加
率
も
上
が
っ
た
。

問　

24
年
度
に
ご
み
処
理
事

業
に
つ
い
て
行
っ
た
具
体
的

な
検
証
と
そ
の
結
果
、
何
が

で
き
て
何
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

町
長　

戸
別
収
集
を
３
地
区

拡
大
し
た
。
12
月
ま
で
に
は

議
会
に
戸
別
収
集
全
体
の
計

画
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

問　

そ
の
際
は
、
戸
別
収
集

に
か
か
る
経
費
を
必
ず
議
会

に
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
。

町
長　

戸
別
収
集
の
経
費
を

12
月
ま
で
に
示
す
。

長
塚
か
お
る

問　

新
た
な
財
源
確
保
の
評

価
は
。

町
長　

新
た
に
「
広
報
は
や

ま
」
を
広
告
媒
体
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
も
柔
軟
な
発
想
を

持
っ
て
歳
入
確
保
に
努
め
る
。

問　

第
三
次
葉
山
町
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
体
系
に

沿
っ
た
成
果
は
。

町
長　

橋
梁
の
点
検
調
査
及

び
修
繕
計
画
の
策
定
、
ご
み

収
集
に
お
け
る
戸
別
収
集
モ

デ
ル
地
区
の
拡
大
、
防
災
行

政
無
線
の
再
整
備
な
ど
に
着

手
し
た
。

問　

公
共
施
設
内
の
光
熱
費

の
省
エ
ネ
効
果
は
。

町
長　

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、

10
月
か
ら
電
気
供
給
事
業
者

を
変
更
し
、
基
本
料
金
、
使

用
料
金
を
お
お
む
ね
2.8
％
減

と
な
っ
た
。

問　

基
金
へ
の
積
み
増
し
は
。

町
長　

災
害
等
不
測
の
事
態

や
新
た
に
発
生
す
る
行
政
ニ

ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
に
基
金
残
高
を

確
保
。
公
共
公
益
施
設
整
備

基
金
へ
の
積
み
替
え
も
視
野

に
入
れ
て
、
最
低
５
億
円
は

確
保
し
て
お
き
た
い
。

窪
田　

美
樹

問　

昨
年
度
比
で
支
出
面
の

増
額
は
、
財
政
調
整
基
金
積

立
に
３
億
円
弱
、
消
防
車
両

更
新
、
公
債
費
は
借
金
の
返

済
だ
け
で
、
そ
の
他
殆
ど
が
、

減
額
さ
れ
て
い
る
。
施
策
の

縮
小
に
繋
が
っ
て
い
な
い
か
。

町
長　

直
接
的
な
給
付
で
は

な
く
、
お
も
て
な
し
の
心
、

福
祉
の
心
の
醸
成
も
必
要
。

問　

財
政
調
整
基
金
は
５
億

円
位
が
妥
当
と
言
わ
れ
た
が
、

先
の
見
え
な
い
社
会
情
勢
だ

と
し
て
、
何
の
た
め
に
ど
こ

ま
で
積
み
増
す
の
か
。

町
長　

災
害
等
不
測
の
事
態
、

町
施
設
補
修
費
の
増
大
も
考

え
積
み
立
て
て
い
る
。

問　

こ
れ
以
上
、
緊
縮
に
な

る
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
か
。

町
長　

私
た
ち
の
生
活
の
貯

蓄
や
給
与
に
反
映
さ
れ
る
ま

で
気
を
引
き
締
め
る
。

問　

保
育
園
公
募
が
二
度
失

敗
し
た
が
、
原
因
の
精
査
は
。

町
長　

土
地
確
保
も
課
題
だ
。

問　

新
規
保
育
園
の
定
員
60

人
。
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

町
内
保
育
園
は
定
員

を
超
過
し
て
い
る
。
待
機
児

童
と
合
わ
せ
定
員
は
超
え
る
。

畑
中
由
喜
子

問　

合
併
浄
化
槽
補
助
制
度

は
利
用
が
低
す
ぎ
る
の
で
は
。

生
活
環
境
部
長　

周
知
不
足

も
あ
っ
た
か
と
思
う
。
今
後

は
充
分
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

学
校
施
設
の
つ
り
天
井

や
照
明
器
具
の
落
下
に
よ
る

被
害
対
策
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

窓
ガ
ラ
ス
、
照
明

器
具
等
は
点
検
で
問
題
な
か

っ
た
が
、
つ
り
天
井
の
あ
る

体
育
館
も
あ
り
、
今
後
、
調

査
し
安
全
安
心
の
確
保
に
必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問　

南
郷
上
ノ
山
公
園
全
体

の
無
休
化
に
つ
い
て
検
討
は
。

町
長　

施
設
設
備
の
保
守
等

全
体
の
適
正
な
維
持
管
理
に

支
障
が
あ
り
、
25
年
度
か
ら

規
則
ど
お
り
の
休
園
と
し
た
。

問　

逗
子
市
と
余
り
に
差
が

あ
る
国
保
料
の
軽
減
策
は
。

町
長　

そ
の
他
一
般
会
計
繰

入
金
で
６
千
万
円
を
入
れ
た
。

問　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

横
浜
方
式
を
再
度
検

討
し
、改
め
て
「
葉
山
方
式
」

に
て
町
の
財
政
の
規
律
に
つ

い
て
は
示
し
て
い
き
た
い
。

近
藤　

昇
一

問　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

地
方
交
付
税
の
一
部
と
し
て

国
が
地
方
に
借
金
さ
せ
る
も

の
で
、
償
還
に
要
す
る
経
費

は
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
た
め
、
実
質
的

に
は
地
方
交
付
税
の
代
替
財

源
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
借

金
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は

な
い
の
で
無
限
定
に
活
用
す

る
こ
と
は
後
年
度
へ
の
負
担

先
送
り
で
あ
り
、
財
政
の
硬

直
化
を
招
く
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
し
か
し
、
葉
山
町

の
借
金
償
還
の
比
率
は
県
下

で
一
、
二
を
争
う
低
い
比
率

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
億
円

も
活
用
し
な
い
で
、
行
政
水

準
を
引
き
下
げ
て
い
る
現
状

を
改
め
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

町
長　

借
金
が
悪
と
の
認
識

は
持
っ
て
い
な
い
。
町
民
が

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
な
ら
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

下
水
道
計
画
に
お
け
る

国
の
指
針
と
実
態
と
か
け
離

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
考
慮
し
た
町
の
指
針
を

作
る
べ
き
で
は
。

町
長　

実
績
と
指
針
の
違
い

を
説
明
が
つ
く
よ
う
努
め
る
。

鈴
木　

道
子

問　

町
長
が
述
懐
し
た
３
つ

の
指
針
と
第
三
次
総
合
計
画

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
質
問

す
る
。
緑
の
保
全
事
業
の
生

け
垣
設
置
条
例
に
つ
い
て
は

申
請
が
ゼ
ロ
だ
が
、
周
知
方

法
と
要
件
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長　

十
分
内
部

で
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

26
年
度
に
反
映
で
き
る
も
の

が
あ
れ
ば
見
直
す
。

問　

高
齢
化
率
上
昇
の
状
況

を
鑑
み
、
健
康
増
進
策
と
し

て
公
園
遊
具
設
置
事
業
を
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
も
の
に
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

町
長　

使
っ
て
も
ら
え
る
健

康
器
具
を
検
討
し
設
置
す
る
。

問　

地
産
地
消
対
策
事
業
は

今
後
は
地
産
多
消
・
地
産
他

消
を
目
指
し
て
質
の
向
上
を
。

町
長　

量
と
質
の
両
面
の
向

上
か
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

国
民
健
康
保
険
徴
収
強

化
事
業
の
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
業
務
委
託
の
成
果
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

職
員
の
知

識
の
向
上
を
図
っ
た
。
収
納

率
も
向
上
し
た
。
今
後
も
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
い
く
。
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決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

町
長
質
問
事
項

１ 

施
設
・
設
備
等
の
修
繕
に

係
る
予
備
費
充
用
と
公
共

施
設
の
改
修
計
画
に
よ
る

予
算
化
に
つ
い
て

２ 

消
防
団
員
の
報
酬
を
含
め

た
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て

３ 

町
有
地
（
旧
役
場
跡
地
な

ど
）
の
利
用
計
画
に
つ
い

て
４ 
姉
妹
都
市
宿
泊
費
助
成
を

含
め
、
今
後
の
姉
妹
都
市

７ 

南
郷
地
区
活
性
化
事
業
へ

の
町
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て

８ 

財
政
面
・
治
安
面
・
防
災

面
等
か
ら
の
空
家
対
策
に

つ
い
て

９ 

介
護
認
定
調
査
に
係
る
人

員
配
置
等
に
つ
い
て

10 

今
後
の
下
水
道
整
備
方
針

に
つ
い
て

11 

全
国
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
へ

の
奨
励
金
創
設
に
つ
い
て

12 
学
校
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い

て教
育
長
質
問
事
項

１ 

全
国
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
へ

の
奨
励
金
創
設
に
つ
い
て

２ 

学
校
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い

て
３ 

し
お
さ
い
博
物
館
の
学
芸

員
の
配
置
を
正
規
職
員
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て

指

摘

事

項

１ 

老
朽
化
し
た
施
設
・
設
備

等
の
保
守
点
検
は
、
点
検

内
容
を
見
直
し
て
突
発
的

な
故
障
の
予
防
や
異
常
の

早
期
発
見
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

要

望

事

項

１ 

決
算
審
査
を
効
率
よ
く
す

る
た
め
、
決
算
付
属
説
明

書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

当
該
年
度
の
予
算
付
属
説

明
書
と
対
比
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
記
載
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
事
業
ご
と
の

執
行
率
と
補
正
予
算
対
応

し
た
も
の
及
び
予
備
費
対

応
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旨
の
明
示
を
さ
れ
た

い
。

２ 
付
属
説
明
書
及
び
参
考
資

料
は
、
誤
り
等
が
な
い
よ

う
慎
重
を
期
し
作
成
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
諸
書
類
審

査
に
係
る
帳
票
類
は
、
個

人
情
報
保
護
に
配
慮
の
上
、

提
出
さ
れ
た
い
。

３ 

後
期
高
齢
者
健
診
事
業
に

つ
い
て
、
受
診
率
の
向
上

を
図
る
た
め
送
迎
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
。

４  

常
備
消
防
の
充
足
率
の
低

い
現
状
を
踏
ま
え
、
報
酬

引
上
げ
を
含
め
消
防
団
員

の
待
遇
改
善
を
図
ら
れ
た

い
。

５ 

介
護
認
定
に
係
る
専
門
職

は
、
適
切
な
配
置
を
行
わ

れ
た
い
。

意　
　
　

見

１ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
街

路
灯
等
の
設
置
を
一
層
充

実
す
る
こ
と
。

２ 

地
域
福
祉
の
向
上
策
に
つ

い
て
は
、
町
が
主
導
し
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
推

進
す
る
こ
と
。

３ 

国
の
制
度
改
正
に
よ
る
福

祉
施
策
の
縮
減
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
。

４ 

文
化
公
演
事
業
「
輝
け
若

き
演
奏
家
た
ち
」
は
、
町

内
演
奏
家
の
育
成
等
を
踏

ま
え
検
討
す
る
こ
と
。

５ 

し
お
さ
い
公
園
団
体
入
園

者
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
要
因
の
分
析
を
行
い
、

積
極
的
に
来
園
者
増
加
施

策
を
図
る
こ
と
。

６ 

図
書
館
の
来
館
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
開
館
時

間
を
延
長
す
る
と
と
も
に

老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
等
の

設
備
の
計
画
的
な
改
修
を

図
る
こ
と
。

７ 

住
宅
耐
震
推
進
事
業
は
、

一
層
の
充
実
を
含
め
更
な

る
取
組
み
を
図
る
こ
と
。

８ 

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き

下
げ
る
努
力
を
す
る
こ
と
。

９ 

普
通
救
命
講
習
修
了
者
に

対
し
て
再
講
習
の
周
知
を

図
る
こ
と
。

交
流
事
業

の
あ
り
方

に
つ
い
て

５ 

町
民
と
の

座
談
会

「
町
長
と

葉
山
の
は

な
し
」
に

お
い
て
提

案
さ
れ
た

町
民
意
見

等
の
町
政

へ
の
反
映

に
つ
い
て

６ 

住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
資

金
助
成
事

業
の
継
続

に
つ
い
て

質
議
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い　

決算審査風景決算審査風景

しおさい公園しおさい公園
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本会議における平成24年度決算の審議結果
畑中由喜子・土佐洋子・窪田美樹・守屋亘弘の各議員が討論を行いました。

◎一般会計
・小児医療費助成事業の拡充が図られた（畑中・土佐・窪田）
・住宅用太陽光発電システム設置補助が拡充された（畑中・土
佐）

・自主防災組織購入費の補助が復活（畑中・土佐）
・防災行政無線の再整備事業で難聴地区が解消される（畑中）
・一色小学校の新館耐震補強工事に取りかかった（畑中）
・ナチュラルリザーブのパトロールが復活した（土佐）
・住宅リフォーム制度が、期限つきではあるが制定され評価す
る（窪田）

・予備費の充用が多く行われあらかじめ補正予算で対応できた
のではないか（畑中・土佐）

・財源不足と言いつつ、臨時財政対策債の発行限度額を残し財
政規模を縮小させた（窪田）

・人件費の削減について大変評価する（畑中・守屋）
・ごみ処理経費が平成23年度と比較してトン当たり約2,300円
下がった（守屋）

◎国民健康保険特別会計
・一般会計からの繰り入れを3,000万円増額したが、１人当
たり約700円の負担増となり、逗子市との保険料の差は１
人当たり２万3,000円に拡大した（畑中・窪田）

◎後期高齢者医療特別会計
・制度創設当初から反対（畑中・窪田）
・制度設計に無理がある（守屋）
◎介護保険特別会計
・保険料徴収の所得段階を11段階としたが、結果的には保険
料の引き上げになった被保険者、サービス利用者の要望に
こたえているかを早期に分析すべき（窪田）

・介護用品支給事業の対象が要介護４以上から３以上に拡大
され評価できる（畑中）

◎下水道事業特別会計
・年間７ヘクタール程度の進捗だと整備に今後40年かかって
しまう（畑中・土佐）

・市町村設置型補助制度の導入など、新たな方策を取り入れ
るべき（畑中・窪田）

・事業の見直しが必要（畑中・守屋）

◎一般会計   賛成多数により認定
◎国民健康保険特別会計   賛成少数により不認定
◎後期高齢者医療特別会計   賛成多数により認定

◎介護保険特別会計   賛成多数により認定
◎下水道事業特別会計   賛成少数により不認定

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

主
な
歳
入
は
、
地
方
交
付

税
の
増
額（
５
０
５
２
万
円
）、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の
増

額
（
１
億
８
４
１
５
万
円
）。

主
な
歳
出
は
、財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立（
２
億
２
千
万

円
）。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

木
古
庭
児
童
館
浄
化
槽
修
繕

（
１ 

８ 

９
万
円
）。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

主
な
歳
入
は
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
の
増
額
（
２
億

６ 

８ 

１
万
円
）。
主
な
歳
出

は
、運
営
基
金
へ
の
積
立（
１

億
４
千
万
円
）。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の

増
額
（
２
７
４
１
万
円
）。

◎ 

平
成
25
年
度
葉
山
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の

増
額
（
４
５
５
４
万
円
）。

◎
平
成
25
年
度
葉
山
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の

増
額
（
１
１
５
３
万
円
）。

◎
葉
山
町
総
合
計
画
策
定
条

例
　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町

政
の
運
営
を
図
る
た
め
に
策

定
す
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
策
定
根
拠
等
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

◎
葉
山
町
諸
収
入
金
に
対
す

る
延
滞
金
徴
収
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、

地
方
税
に
係
る
延
滞
金
の
割

合
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
合

わ
せ
、
諸
収
入
金
等
に
係
る

延
滞
金
の
割
合
を
改
め
る
も

の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

平成25年度歳入歳出予算の総額 （千円以下四捨五入）

会計名 補正前の
予算額

補正
予算額

補正後の
予算額

一般会計 89億4,487万円 2億3,459万円 91億7,946万円

特
別
会
計

国民健康
保 険 38億6,912万円 2億　681万円 40億7,593万円

後期高齢
者 医 療 7億9,800万円 2,741万円 8億2,541万円

介護保険 24億7,435万円 4,554万円 25億1,989万円

下 水 道
事 業 12億2,155万円 1,153万円 12億3,308万円

小　計 83億6,303万円 2億9,129万円 86億5,432万円

合　計 173億　790万円 5億2,588万円 178億3,378万円
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意 書見 を

提 し し出 ま た

決 し し議 ま た

地方自治法第99条の規定により、国会または関係行政庁
へ送付しました。紙面の都合上、内容は要約しています。

中村文彦議員に猛省を求める決議

　中村文彦議員は、本日の一般質問において誤解を
招く発言をし、長時間にわたり会議を中断させ、正
副議長や議会運営委員会による謝罪のあっせんをも
拒否し、円滑な会議の運営に支障をきたした行為は
許しがたいことである。
　よって、葉山町議会は中村文彦議員に猛省を促す
とともに、議会議員としての責務を自覚するよう求
める。
　以上、決議する。

　平成25年10月３日 葉　山　町　議　会

来年４月に行われる消費税増税の
撤回を求める意見書

　安倍晋三政権が実施を決めた来年４月からの消費税
の税率５％から８％への引き上げは、総額で８兆円に
上る巨額の負担を国民に押し付けるものである。
　物価を上昇させ、国民の消費を冷え込ませて、暮ら
しと経済に壊滅的な打撃を与える。しかもそのあとに
は再来年10月から消費税の税率をさらに10％に引き上
げる増税が待ち構えている。消費税の増税を押し付け
る一方、大企業の法人税を減税するなど論外である。
消費税増税との「一体改革」と称した医療、介護、年
金など社会保障の改悪も目白押しである。国民はこの
ような庶民大増税を認めていない。
　よって、葉山町議会は国に対して、経済状況の不安
が解消されない中で来年４月に行われる消費税増税の
撤回を求めるものである。

　　平成25年10月４日 葉山町議会

中村文彦議員の自覚と猛省を求める決議

　中村文彦議員は平成23年４月に当選して以来、数度に
わたる本会議・特別委員会の無届遅刻、議員派遣の研修
会に無断欠席、本会議・委員会における不適切発言や暴
言による発言取り消しと謝罪の数々を繰り返してきた。
　さらに昨日の本会議における議長及び議会運営委員会
の謝罪を求めるあっせんをも拒み、議会の混乱を招いた
ことは、葉山町議会基本条例第16条（政治倫理）「議員は、
高い倫理性が求められていることを深く自覚し、葉山町
議会議員政治倫理条例を遵守し、品位の保持に努めなけ
ればならない。」に反する行為であり、葉山町議会の品
位を著しく汚すものである。
　よって、葉山町議会は中村文彦議員に自覚と猛省を求
めるものである。
　以上、決議する。

　平成25年10月４日 葉　山　町　議　会

「集団的自衛権」を認める憲法解釈の
変更に反対する意見書

　安倍晋三政権が国民の批判を無視して、「集団的
自衛権」の行使に向けた動きを加速している。
　内閣の憲法解釈を担当する内閣法制局の長官を行
使容認派に交代させたのに続き、行使を検討してき
た有識者懇談会でも議論を本格化させる構えで、秋
の臨時国会で行使に向けた、政府の憲法解釈変更を
宣言するとも伝えられる。
　日本が直接攻撃されたわけでもないのに、アメリ
カなど日本と密接な関係にある国が攻撃されること
を理由に、日本が武力を行使する「集団的自衛権」
の行使は、これまで歴代の政権が「憲法上、行使は
認められない」としてきたもので、こうした判断は、
内閣法制局の長官だけでなく首相や閣僚なども国会
で繰り返し答弁し、閣議で決定した答弁書などでも
確定した政府全体の見解である。
　憲法で戦争を放棄し武力の行使を禁止している日
本が、海外で戦争に参加するなどというのは、到底
許されることではない。戦後68年日本がただの一度
も外国での戦争に参加しなかったことは世界に誇る
べきことで、憲法解釈を変え戦争の道を突き進むの
は言語道断である。
　日本国憲法は「政府の行為によって再び戦争の惨
禍が起ることのないやう」とのべるとともに、「平
和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して」「安全
と生存を保持しようと決意した」としている。
　世界ではいま、戦争ではなく平和的・外交的努力
で問題を解決することが流れである。
　よって、日本政府は「集団的自衛権」を認める憲
法解釈の変更に進むのではなく、憲法を生かしてア
ジアと世界の平和に貢献する道を進むことを求める
ものである。
　　平成25年10月４日 葉山町議会
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総
務
建
設

葉
山
町
総
合
計
画
策
定
条
例

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町

政
の
運
営
を
図
る
た
め
に
策

定
す
る
葉
山
町
総
合
計
画
に

つ
い
て
、
そ
の
策
定
の
根
拠

等
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
制
定
す
る
も
の

で
内
容
は
、

○ 　

町
長
は
、
総
合
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
即
し
て

町
政
を
運
営
す
る
こ
と

○ 　

町
長
は
、
基
本
構
想
又

は
基
本
計
画
を
策
定
又
は

変
更
す
る
と
き
は
、
総
合

計
画
審
議
会
に
諮
問
す
る

こ
と
、
町
民
か
ら
意
見
を

聴
く
こ
と
、
及
び
そ
の
過

程
に
お
い
て
基
本
的
事
項

を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と

○ 　

町
長
は
、
総
合
計
画
を

策
定
又
は
変
更
し
た
と
き

は
、
そ
の
内
容
を
公
表
す

る
こ
と

○ 　

執
行
機
関
は
、分
野
別
・

事
業
別
計
画
を
策
定
又
は

変
更
す
る
と
き
は
総
合
計

画
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
。

　

審
査
は
、
委
員
間
の
自
由

闊
達
な
討
議
を
行
う
た
め
、

議
会
運
営
委
員
会
で
了
承
し

た
フ
ロ
ー
に
従
い
、
①
委
員

か
ら
の
論
点
の
提
出
、
②
論

点
ご
と
の
質
疑
、
③
論
点
ご

と
の
各
委
員
の
考
え
方
の
表

明
、
④
各
論
点
に
お
い
て
委

員
間
で
考
え
方
に
異
論
が
あ

っ
た
場
合
の
委
員
間
討
議
、

⑤
各
委
員
の
最
終
的
な
態
度

表
明
、
⑥
採
決
、
と
い
う
流

れ
で
行
い
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
論
点
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１ 　

総
合
計
画
を
自
治
基
本

条
例
に
位
置
づ
け
る
検
討

に
つ
い
て

２ 　

総
合
計
画
を
基
本
構

想
・
基
本
計
画
・
実
施
計

画
の
３
層
構
造
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て

３ 　

町
民
か
ら
の
意
見
聴
取

の
時
期
・
方
法
等
に
つ
い

て
４ 　

議
会
に
報
告
を
義
務
付

け
る
策
定
過
程
で
の
基
本

的
事
項
の
内
容
に
つ
い
て

　

論
点
ご
と
の
質
疑
応
答
を

経
て
、
委
員
間
に
考
え
方
の

異
論
（
争
点
）
が
あ
っ
た
の

は
、
論
点
の
１
で
し
た
。

　

委
員
間
討
議
で
は
「
総
合

計
画
策
定
条
例
で
は
な
く
自

治
基
本
条
例
の
制
定
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
総

合
計
画
の
策
定
義
務
が
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
議
会
基
本

条
例
で
議
決
事
件
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
あ
え
て
条
例
で

な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
と
、

「
総
合
計
画
の
策
定
義
務
が

な
く
な
り
、
今
後
提
出
さ
れ

る
第
四
次
総
合
計
画
の
根
拠

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
条
例

と
す
る
こ
と
で
町
の
意
思
を

将
来
に
わ
た
り
示
す
こ
と
と

な
る
の
で
、
自
治
基
本
条
例

が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
、
こ
の
条
例
は
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
間
討
議
を
経

て
、
最
終
的
に
は
本
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
合
意
が
で
き
、
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

委
員
長　

土
佐
洋
子

教
育
民
生

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
重

度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

　

神
奈
川
県
は
平
成
20
年
に

県
要
綱
を
改
正
し
、
医
療
窓

口
で
の
一
部
自
己
負
担
の
導

入
及
び
65
歳
以
上
で
新
た
に

障
害
者
と
な
っ
た
者
の
制
度

適
用
除
外
を
市
町
村
に
委
譲

し
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
は

所
得
制
限
も
追
加
実
施
し
た
。

　

透
析
者
は
少
な
い
年
金
収

入
に
頼
っ
て
生
活
す
る
者
が

多
く
、
高
額
療
養
費
特
例
３

特
定
疾
病
療
養
受
療
者
と
し

て
負
担
軽
減
は
図
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
通
院
費
や
透
析

中
の
食
事
代
の
負
担
に
加
え

65
歳
以
上
で
透
析
を
導
入
し

た
場
合
の
助
成
が
無
く
な
れ

ば
、
生
活
は
大
変
厳
し
い
も

の
に
な
る
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

予
算
策
定
に
際
し
、
重
度
障

害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

制
度
を
継
続
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
、
担
当
課
か
ら

「
来
年
度
も
今
年
度
と
同
様

に
事
業
を
継
続
す
る
予
定
で

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
議
会
と
し
て
も
強
く

そ
の
継
続
を
求
め
る
こ
と
か

ら
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
障

害
児
者
・
透
析
者
を
含
む
移

動
困
難
者
に
対
す
る
通
院
支

援
に
つ
い
て
の
陳
情

　

神
奈
川
県
の
透
析
患
者
は

１
万
８
８
８
０
人
以
上
、
平

均
年
齢
が
67
・
７
歳
を
超
え

る
状
況
に
あ
る
。
透
析
施
設

経
営
側
が
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
の
難
し
さ
を
表
明
し
て

い
る
こ
と
、
家
族
に
よ
る
送

迎
は
、
核
家
族
化
の
進
行
や

患
者
及
び
配
偶
者
の
加
齢
等

に
よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
移
動
困
難

者
の
移
動
に
は
不
安
材
料
が

尽
き
な
い
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

予
算
策
定
に
際
し
、
障
害
児

者
・
透
析
者
を
含
む
移
動
困

難
者
の
通
院
支
援
に
対
し
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
、
担
当
課
か
ら

「
平
成
24
年
度
に
タ
ク
シ
ー

券
利
用
方
法
の
見
直
し
を
行

い
１
回
の
利
用
で
タ
ク
シ
ー

券
の
複
数
枚
利
用
が
可
能
と

な
っ
た
結
果
、
執
行
率
が
上

昇
し
た
。
今
後
調
査
を
行
い
、

利
用
実
態
に
即
し
た
制
度
へ

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議

委員長の提出原稿を基に編集しています
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会
と
し
て
も
、
実
態
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
と
す
べ
き
で

あ
る
と
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

● 

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収
集

運
搬
委
託
の
許
可
制
へ
の

移
行
に
つ
い
て

● 

戸
別
収
集
の
全
町
実
施
に

む
け
て

● 

下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

に
つ
い
て

　
　
　

委
員
長　

鈴
木
道
子

議
会
運
営

●
議
会
改
革
項
目
の
整
理

　

７
月
31
日
に
、
議
会
改
革

検
討
項
目
を
次
の
７
項
目
と

し
ま
し
た
。

１ 　

委
員
会
の
ネ
ッ
ト
中
継

２ 　

反
問
権
の
検
討

３ 　

本
会
議
場
の
対
面
式
の

検
討

４ 　

委
員
外
議
員
の
発
言
の

あ
り
方
の
確
認

５ 　

採
択
し
た
陳
情
・
請
願

に
つ
い
て
、
町
側
に
処
理

及
び
結
果
の
報
告
を
定
期

的
に
求
め
る
件

６ 　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た

め
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
の
導
入
の

検
討

７ 　

通
年
議
会
の
検
討

　

８
月
30
日
に
、
こ
の
７
項

目
に
つ
い
て
提
案
し
た
委
員

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

実
施
に
予
算
が
必
要
か
、
早

期
に
取
り
組
め
る
か
、
調
査

が
必
要
か
を
整
理
し
、
順
次

検
討
を
始
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

●
専
門
的
知
見
の
活
用

　

議
員
報
酬
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
に
当
た
り
、
地
方
自

治
法
第
100
条
の
２
の
規
定
に

よ
り
、
専
門
的
知
見
の
活
用

を
す
る
こ
と
を
６
月
21
日
の

本
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊

昭
先
生
に
専
門
的
知
見
の
活

用
を
依
頼
し
、
８
月
８
日
の

委
員
会
で
「
本
町
議
会
議
員

の
適
正
な
報
酬
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
講
演
に
つ
い

て
は
町
民
２
人
の
傍
聴
が
あ

り
ま
し
た
。

　

10
月
に
全
議
員
の
24
年
度

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

●
議
会
報
告
会

　

平
成
24
年
度
決
算
の
主
な

審
査
内
容
に
つ
い
て

　

11
月
16
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
11
時
半
ま
で
、
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

委
員
長　

横
山
す
み
子

総
合
計
画
特
別

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
最

上
位
計
画
と
し
て
第
四
次
総

合
計
画
が
平
成
27
年
４
月
１

日
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
委
員
会
は
あ

ら
か
じ
め
総
合
計
画
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
い
今
後
の

議
案
審
査
に
資
す
る
た
め
第

２
回
定
例
会
で
設
置
し
た
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
11
月
に
横
須
賀

市
議
会
の
視
察
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
自
治
体
の
調
査

を
し
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
収
集
方
法
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。

委
員
長　

笠
原
俊
一

全
員
協
議
会

　

９
月
27
日
に
開
催
し
、
次

の
２
件
に
つ
い
て
町
当
局
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

● 

平
成
25
年
度
教
育
委
員
会

の
点
検
・
評
価
報
告
書（
平

成
24
年
度
事
業
対
象
）

　

教
育
委
員
会
か
ら
「
地
方

教
育
法
」
の
規
定
に
よ
り
、漁

　
港
　
区
　
域

漁
　
港
　
区
　
域

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

● 

海
岸
保
全
区
域
指
定
に
つ

い
て

　

か
ね
て
か
ら
県
が
進
め
て

い
た
一
色
芝
崎
地
区
の
海
岸

保
全
区
域
の
指
定
に
関
し
、

９
月
６
日
付
け
で
告
示
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

議
長　

金
崎
ひ
さ

一色芝崎地区海岸保全区域一色芝崎地区海岸保全区域

iPadiPad
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結　果

議員氏名（議席順）

議案・意見・陳情等

鈴
木　

道
子

長
塚
か
お
る

待
寺　

真
司

守
屋　

亘
弘

田
中　

孝
男

中
村　

文
彦

畑
中
由
喜
子

土
佐　

洋
子

荒
井　

直
彦

笠
原　

俊
一

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

窪
田　

美
樹

近
藤　

昇
一

結　
　
　

果

意見 来年４月に行われる消費税増税の撤回を求める意見
書（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ◎ 可決

陳情
取り
下げ

陳情第25－３号「私立幼稚園就園奨励費に関する陳
情」の取下げについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 許可

陳情
取り
下げ

陳情第25－４号「手入れが不十分な公園の整備と遊
具の充実に関する陳情」の取下げについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 許可

陳情 平成26年度における重度障害者医療費助成制度継続
についての陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 採択

陳情 平成26年度における障害児者・透析者を含む移動困
難者に対する通院支援についての陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 採択

決議 中村文彦議員に猛省を求める決議（委員会提案） ○ ○ ○ ○ ○ 除
斥 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

決議 中村文彦議員の自覚と猛省を求める決議（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ 除
斥 ◎ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

決議 勧奨退職の取扱いに係る調査に関する決議（議員提
案） × ○

○
討
論

×
討
論
× ○ × × × ○ ◎ － ×

×
討
論

否決

○は賛成　　×は反対　　◎は提案者
＊議長に表決権はありませんが、可否同数のときのみ議長が決します。
＊「除斥」とは、審議の公正を期すために議員が自己もしくは利害関係を有する事件の審議に参加できないとする制度
　（地方自治法第117条）です。

みなさんからの 陳情・要望のゆくえ
◎私立幼稚園就園奨励費に関する陳情   取下げ許可
◎手入れが不十分な公園の整備と遊具の充実に関する陳情   取下げ許可
◎違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情書   審 議 未 了
◎平成26年度における重度障害者医療費助成制度継続についての陳情   採　　　択
◎平成26年度における障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援についての陳情   採　　　択
◎母（朱春菊）が中国で不法に逮捕されている件に関する要望   机 上 配 付

◎「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情について
◎神奈川県に「公契約条例」の制定を働きかける意見書の提出を求める陳情書
◎陳情　陳情制度の改善を求める
◎議会説明会等で町民と議員との意見交換の時間を設けることについての陳情
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表　決　
〔平成25年議会第３回定例会〕

議員氏名（議席順）

議案・意見・陳情等

鈴
木　

道
子

長
塚
か
お
る

待
寺　

真
司

守
屋　

亘
弘

田
中　

孝
男

中
村　

文
彦

畑
中
由
喜
子

土
佐　

洋
子

荒
井　

直
彦

笠
原　

俊
一

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

窪
田　

美
樹

近
藤　

昇
一

結　
　
　

果

議案 平成25年度葉山町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 平成25年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 平成25年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 平成25年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 平成25年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 決算の認定について（平成24年度葉山町一般会計歳
入歳出決算） ○ ○ ○

○
討
論
○ ○

○
討
論

○
討
論
○ ○ × －

○
討
論
○ 認定

議案 決算の認定について（平成24年度葉山町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算） × ○ ○

×
討
論
○ ○

×
討
論

○
討
論
× × × －

×
討
論
× 不認定

議案 決算の認定について（平成24年度葉山町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○

×
討
論
○ ○

×
討
論

○
討
論
○ ○ ○ －

×
討
論
× 認定

議案 決算の認定について（平成24年度葉山町介護保険特
別会計歳入歳出決算） ○ ○ ○

○
討
論
○ ○

○
討
論

○
討
論
○ ○ ○ －

×
討
論
× 認定

議案 決算の認定について（平成24年度葉山町下水道事業
特別会計歳入歳出決算） × ○ ○

×
討
論
× ○

×
討
論

○
討
論
× × × －

×
討
論
× 不認定

議案 葉山町総合計画策定条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 葉山町諸収入金に対する延滞金徴収条例等の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議案 平成25年度葉山町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

意見 「集団的自衛権」を認める憲法解釈の変更に反対する意見書（議員提案） × ○ ○
×
討
論
○ × ○ × × × ○ －

○
討
論
◎ 可決

意見
在日米軍への垂直離着陸輸送機オスプレイの配備及
び低空飛行訓練計画の撤回を求める意見書（議員提
案）

×
討
論
× ×

×
討
論
× × ○ ×

×
討
論
× ○ － ◎

○
討
論

否決

意見 道州制導入に断固反対する意見書（議員提案）
×
討
論
○
○
討
論

×
討
論
× × ◎

×
討
論
×
×
討
論
○ － ○

○
討
論

否決
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① 

一
色
小
学
校
新
館
耐
震
補

強
工
事 

２
７
９
５
万
円

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事

 

１
４
６
８
万
円

③ 

葉
山
処
理
区
木
古
庭
長
柄

幹
線
築
造
工
事

 

４
１
０
４
万
円

④ 

葉
山
処
理
区
（
堀
内
）
枝

線
築
造
工
事
（
そ
の
１
）

 

４
１
０
６
万
円

⑤ 

葉
山
処
理
区
（
一
色
）
枝

線
築
造
工
事
（
そ
の
３
）

 

１
４
４
９
万
円

⑥ 
葉
山
処
理
区
（
一
色
）
枝

線
築
造
工
事
（
そ
の
４
）

 
１
６
３
８
万
円

⑦ 

し
尿
等
下
水
道
投
入
施
設

設
置
工
事

 

３
６
６
７
万
円

町
長
行
政
報
告

（ 

１
千
万
円
以
上
５
千

万
円
未
満
の
契
約
）

第
78
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
出
席
し
て

　

７
月
29
日
か
ら
30
日
ま
で

の
２
日
間
、
東
京
で
開
催
さ

れ
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

29
日
は
午
後
よ
り
山
田
貞
雄

氏
（
人
間
文
化
研
究
機
構　

国
立
国
語
研
究
所　

研
究
情

報
資
料
セ
ン
タ
ー
専
門
職
）

の
「
わ
か
り
や
す
く
、
ふ
さ

わ
し
い
日
本
語
」
と
長
澤
忠

徳
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教

授
）
の
「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ

ン
の
基
礎
知
識

－

グ
リ
ッ
ド

議会交際費支出状況（平成25年4月～9月）
内訳は次のとおりです。（詳しくは議会ホームページをご覧ください）

種　別 件　数 金額（円）
慶弔費 １ 5,000
会費 ７ 43,000

寸志（祝金） ７ 50,000
その他 ７ 80,826
合計 22 178,826

議

会

活

動

日

誌

６　

月

25
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

26
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

27
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

７　

月

３
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

８
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

29
〜
30 

日　

町
村
議
会
広
報
研

修
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
月

５
日　

 

福
井
県
お
お
い
町
議
会

視
察
来
庁

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

 

兵
庫
県
篠
山
市
議
会
視

察
来
庁

30
日　

議
会
運
営
員
会

　
　
　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

９
月

４
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

10
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

11
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

12
日　

決
算
特
別
委
員
会

13
日　

決
算
特
別
委
員
会

17
日　

決
算
特
別
委
員
会

18
日　

決
算
特
別
委
員
会

19
日　

決
算
特
別
委
員
会

24
日　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

25
日　

決
算
特
別
委
員
会

26
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

27
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

10
月

２
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

３
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

今
回
は
、
第
２
回
定
例
会
終
了
以
降
、
第
３
回

定
例
会
終
了
ま
で
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
活
用
と
レ
イ

ア
ウ
ト

－

」
と
川
西
正
幸
氏

（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）

の
「
議
会
だ
よ
り
の
撮
影
方

法
と
表
現
力
・
議
会
だ
よ
り

の
撮
影
方
法
は
市
民
を
入
れ

て
臨
場
感
を
表
現
す
る
」
の

計
３
つ
の
講
義
を
受
講
し
ま

し
し
た
。
翌
日
の
30
日
に
は

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
研

修
会
が
あ
り
、
今
回
、
葉
山

会場にて草津町議会議員といっしょに会場にて草津町議会議員といっしょに

町
議
会
と
し
て
は
初
め
て
議

会
だ
よ
り
112
号
を
事
前
に
送

付
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
各
項
目
ご
と
に
総

評
・
特
徴
・
改
善
点
を
そ
れ

ぞ
れ
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
改
善
を
し
た
方
が
良
い

所
と
し
て
は
、「
〜
に
つ
い

て
」
と
い
う
質
問
の
見
出
し

は
良
く
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
、
今
後
、
見
出
し
は
委
員

会
で
つ
け
た
方
が
良
い
と
の

ア
ト
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ

と
や
講
師
の
方
々
の
具
体
的

な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
点

を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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質問者の提出原稿を基に編集しています

問　

近
隣
市
で
は
海
水
浴
場

の
規
制
強
化
を
検
討
し
て
い

る
が
、
町
で
条
例
改
正
は
。

町
長　

海
岸
を
楽
し
み
、
夕

日
を
見
な
が
ら
、
音
楽
が
緩

や
か
に
流
れ
て
い
る
よ
う
な
、

町
な
ら
で
は
の
海
水
浴
場
を

条
例
で
は
な
く
目
指
し
た
い
。

問　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
ご
み

の
問
題
な
ど
マ
ナ
ー
の
低
下

を
感
じ
る
が
対
応
は
。

町
長　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
限
界
。

ご
み
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え

な
い
の
な
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
禁
止
も
検
討
す
る
。

問　

観
光
客
や
海
水
浴
客
に

対
す
る
、
ご
み
の
持
ち
帰
り

運
動
に
も
限
界
が
あ
る
。
バ

ス
停
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
不
法
投
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。

不
法
投
棄
さ
れ
る
前
に
ご
み

を
有
料
で
回
収
で
き
な
い
か
。

町
長　

ど
の
よ
う
に
有
料
で

引
き
取
る
の
か
検
討
す
る
。

問　

元
町
商
店
会
が
海
岸
通

り
の
県
道
等
に
設
置
し
て
い

る
街
路
灯
の
維
持
管
理
に
、

町
と
し
て
応
援
で
き
な
い
か
。

町
長　

商
工
会
な
ど
の
方
針

が
決
定
し
て
い
け
ば
、
町
が

応
援
す
る
こ
と
は
可
能
。

人
口
９
万
人
と
し
て
57
日
分

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問　

上
山
口
と
下
山
口
に
は

災
害
時
用
飲
料
井
戸
が
１
つ

も
な
い
が
配
水
で
き
る
か
。

総
務
部
長　

協
定
ど
お
り
配

水
さ
れ
る
と
思
う
。

問　

水
源
地
を
利
用
す
べ
き
。

町
長　

農
業
用
と
し
て
有
効
。

宮
内
庁
と
話
を
進
め
た
い
。

土佐洋子

海
水
浴
場
の
あ
り
か
た
は

町
長　

町
な
ら
で
は
の
海
水
浴
場
に
し
た
い

■ 一般質問とは
　議員が、町長等（執行機関）に対し、町の行政全般について、事務の執
行状況や将来の方針等についての所信や疑問をただすこと、あるいは報告
や説明を求めることです。年４回の定例会で行われます。

詳しくは　議会ホームペ－ジをご覧ください。

13人が町政を問う13人が町政を問う

元町商店会街路灯元町商店会街路灯

問　

県
と
逗
子

市
と
町
と
が
連

携
し
て
い
る
災

害
時
の
給
水
計

画
と
は
。

総
務
部
長　

災

害
用
の
指
定
配

水
池
と
し
て
、

桜
山
・
久
木
・

一
色
の
配
水
池

で
約
１
万
５
千

㎥
の
水
を
確
保

し
て
お
り
、
そ

れ
を
１
日
３
ℓ

で
換
算
す
る
と
、

逗
子
・
葉
山
の



議 会 だ よ り平成25年 11月 7 日発行 第114号 （14）

問　

米
海
軍
基
地
は
葉
山
町

の
中
心
か
ら
わ
ず
か
７
キ
ロ

の
距
離
に
あ
り
、
万
が
一
原

子
力
艦
船
に
放
射
能
事
故
が

起
こ
れ
ば
放
射
能
被
害
が
想

定
さ
れ
る
。
原
発
に
対
し
て

は
事
故
後
、
国
は
新
し
い
指

針
を
作
っ
た
が
、
原
子
力
艦

船
に
関
し
て
は
旧
来
の
ま
ま

で
、
そ
の
差
は
20
倍
も
あ
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

国
・
県
の
情
報
で
当

町
に
は
影
響
が
な
い
と
思
う

が
万
一
に
備
え
、
地
域
防
災

計
画
で
、
放
射
性
物
質
に
よ

る
災
害
発
生
時
の
活
動
基
準
、

放
射
性
物
質
対
応
防
護
服
や

検
査
器
具
の
整
備
・
増
強
、

並
び
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備

蓄
を
行
っ
て
い
る
。

問　

町
の
地
域
防
災
計
画
で

は
平
常
時
か
ら
県
と
連
携
を

と
り
、
防
災
体
制
の
整
備
に

努
め
る
と
し
て
い
る
が
。

町
長　

放
射
能
対
策
の
避

難
・
図
上
訓
練
は
し
て
い
な

い
。
計
画
も
な
い
。
周
辺
自

治
体
を
参
考
に
来
年
度
の
課

題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
水
の
海
へ

の
漏
洩
は
今
も
続
い
て
い
る
。

能
災
害
の
備
え
を
図
っ
て
い

く
。

問　

今
夏
、
い
わ
ゆ
る
海
の

家
の
ク
ラ
ブ
化
の
流
れ
が
鎌

倉
市
や
逗
子
海
岸
へ
と
移
り

問
題
が
起
こ
っ
た
。
対
策
を
。

町
長　

近
隣
住
民
の
生
活
環

境
を
守
り
、
ま
た
ク
ラ
ブ
化

の
流
れ
が
葉
山
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
来
年
度
に
向

け
た
対
策
を
考
え
て
い
る
。

畑中由喜子

米
海
軍
艦
船
に
よ
る
放
射
能
事
故
へ
の
対
応
を

町
長　

来
年
度
に
向
け
た
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い

問　

消
防
長
柄
第
６
分
団
詰

所
建
て
替
え
は
。

町
長　

年
度
内
に
外
壁
塗
装

を
予
定
し
て
い
る
。
団
員
数

に
対
し
、
手
狭
で
あ
る
の
で
、

移
転
等
を
含
め
検
討
し
て
い

る
。

問　

長
柄
地
域
の
町
内
会

館
・
児
童
館
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　

財
政
状
況
等
を
考
慮

し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
等
を
含
め
、
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　

県
の
長
柄
交
差
点
バ
ス

停
の
駐
輪
場
に
つ
い
て
町
も

管
理
に
責
任
を
負
う
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

県
と
協
議
し
、
い
ず

れ
が
行
っ
て
も
適
切
な
管
理

を
行
い
、
駐
輪
場
と
し
て
の

機
能
を
維
持
し
た
い
。

問　

長
柄
交
差
点
右
折
信
号

設
置
に
つ
い
て
町
と
し
て
も

要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

信
号
機
の
増
設
、
設

置
は
県
公
安
委
員
会
の
決
定

で
設
置
し
て
い
る
。
町
と
し

て
も
交
差
点
の
現
状
を
葉
山

警
察
署
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

長
柄
松
久
保
交
差
点
へ

の
信
号
機
と
横
断
歩
道
の
設

置
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
県
警

に
要
望
を
し
て
き
た
が
、
信

号
機
設
置
優
先
順
位
等
の
問

題
か
ら
、
設
置
は
大
変
難
し

近藤昇一

第
６
分
団
詰
所
建
て
替
え
は

町
長　

移
転
等
を
含
め
検
討
し
て
い
る

米海軍原子力空母ジョージワシントン米海軍原子力空母ジョージワシントン

第６分団詰所第６分団詰所

町
民
の
た
め
定

期
的
に
海
水
調

査
な
ど
対
応
す

べ
き
で
は
。

町
長　

海
洋
の

放
射
能
濃
度
測

定
や
対
応
等
は

神
奈
川
県
が
実

施
し
て
お
り
放

射
能
の
影
響
は

な
い
と
伺
っ
て

い
る
。
今
後
も

必
要
に
応
じ
、

県
の
情
報
を
得

な
が
ら
、
放
射

い
状
況
。

問　

中
学
校
給
食
に
対
す
る

教
育
委
員
会
の
考
え
方
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
長　

委
員
会
と
し

て
報
告
は
受
け
て
い
る
が
、

議
論
は
行
っ
て
い
な
い
。
中

学
校
給
食
検
討
会
議
の
結
論

を
待
っ
て
議
論
す
る
。
個
人

的
に
は
反
対
で
は
な
い
。

問　

検
討
会
議
の
結
論
は
い

つ
出
る
の
か
。

教
育
部
長　

25
年
度
中
と
諮

問
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

財
政
問
題
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田中孝男

下
水
道
の
面
整
備
は
現
在
の
借
金
を
増
や
さ
ず
に
７
年
で
完
成
で
き
る
が

町
長　

多
く
の
方
の
合
意
を
得
る
た
め
に
も
、
丁
寧
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い

問　

現
在
の
下
水
道
事
業
は

完
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

市
街
化
区
域
513 

ha
の
内
、
約

６
割
の
304 

ha
し
か
で
き
て
い

な
い
。
町
長
は
年
間
７
ha
程

度
の
工
事
を
続
け
る
と
し
て

い
る
が
完
成
ま
で
に
30
年
か

か
る
こ
と
と
な
る
。
無
責
任

だ
。

　

現
状
確
認
を
す
れ
ば
既
に

総
額
478
億
の
大
金
を
使
っ
て

い
る
。
結
果
、
余
力
あ
る
浄

化
セ
ン
タ
ー
設
備
が
出
来
上

が
り
下
水
道
へ
の
接
続
が
今

後
増
え
て
も
コ
ス
ト
の
上
昇

は
ご
く
少
な
く
て
済
む
。
そ

の
使
用
料
は
町
に
と
っ
て
貴

重
な
プ
ラ
ス
財
源
と
な
る
。

既
に
２
億
２
６
０
０
万
の
使

用
料
と
な
っ
て
い
る
が
26
年

度
は
引
き
抜
き
浄
化
槽
汚
泥

の
直
接
投
入
に
よ
り
４
千
万

以
上
の
増
が
あ
り
施
設
の
維

持
管
理
費
全
て
が
も
う
少
し

で
賄
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
。
こ
れ
を
有
効
活
用
し

な
い
手
は
な
い
。
町
長
の
言

わ
れ
る
横
浜
方
式
の
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
下
水
道

の
残
債
を
増
や
さ
な
い
）
を

キ
ー
プ
し
た
上
で
、
長
年
、

な
ら
32 

ha
の
整
備
が
で
き
残

り
の
209 

ha
は
７
年
で
完
了
す

る
。
何
故
７
ha
に
シ
ュ
リ
ン

ク
し
て
い
る
の
か
。
ぜ
ひ
と

も
計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
が
。

町
長　

多
く
の
方
の
合
意
を

得
る
た
め
に
も
、
一
つ
一
つ

丁
寧
に
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

笠原俊一

良
好
な
町
環
境
推
進
の
各
条
例
の
取
り
扱
い
を
問
う

町
長　

体
制
の
見
直
し
や
住
民
へ
の
周
知
に
努
め
る

浄化センター浄化センター

都
市
計
画
税
を

納
め
て
い
る
市

街
化
区
域
の
全

住
民
に
速
や
か

に
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
、
年

間
４
億
の
自
主

財
源
（
下
水
道

債
を
含
む
）
を

投
資
し
て
ゆ
け

ば
国
と
県
の
補

助
金
を
合
わ
せ

て
年
間
８
億
の

工
事
が
で
き
る
。

実
績
か
ら
８
億

問　

行
政
、
事
業
者
、
住
民

及
び
滞
在
者
の
責
務
が
あ
る

環
境
基
本
条
例
の
周
知
度
は

ど
の
程
度
か
。

生
活
環
境
部
長　

町
民
に
調

査
を
行
っ
て
な
い
た
め
把
握

し
て
い
な
い
。

問　

町
責
務
の
報
告
書
の
定

期
公
表
は
行
っ
て
い
る
か
。

町
長　

一
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
は
し
た
。
今
後
は
定

期
的
に
公
表
す
る
。

問　

美
化
促
進
に
関
す
る
条

例
違
反
者
に
罰
則
規
定
が
あ

る
が
住
民
周
知
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
町
体
制
と
公
園
や

海
岸
等
で
の
注
意
勧
告
及
び

罰
金
の
徴
収
状
況
を
聞
く
。

　

子
供
た
ち
も
対
象
と
な
る

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
は

じ
め
町
内
会
や
各
団
体
と
の

協
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

ポ
イ
捨
て
禁
止
や
犬

の
糞
持
ち
帰
り
は
注
意
看
板

で
対
応
中
。
犬
の
飼
い
主
の

マ
ナ
ー
喚
起
は
随
時
、
広
報

で
対
応
し
て
い
る
。

生
活
環
境
部
長　

本
条
例
中

に
あ
る
勧
告
、
命
令
、
罰
金

等
を
実
際
に
行
っ
た
こ
と
は

現
在
ま
で
な
い
。

教
育
長　

今
後
は
も
っ
と
積

極
的
に
、
能
動
的
な
教
育
活

動
で
対
応
す
る
。

問　

草
刈
り
条
例
に
は
清
潔

な
生
活
環
境
の
保
持
の
観
点

が
あ
る
が
、
ご
み
屋
敷
等
へ

注
意
や
勧
告
等
を
発
令
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
か
。

町
長　

本
条
例
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
と
調
整
後
、
指
導

や
助
言
の
必
要
性
を
考
慮
し

て
運
用
と
な
る
。

消
防
次
長　

現
在
ま
で
消
防

で
は
命
令
を
出
し
た
ケ
ー
ス

は
な
い
。

生
活
環
境
部
長　

ご
み
屋
敷

問
題
等
は
過
去
に
一
部
分
あ

っ
た
が
、
注
意
勧
告
に
至
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
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問　

保
育
園
公
募
に
つ
い
て

の
経
緯
と
現
状
は
。

町
長　

３
回
目
の
公
募
に
向

け
て
準
備
の
段
階
だ
。

問　

公
募
の
条
件
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
い
つ
行
う
の

か
。
ま
た
、
保
育
園
の
開
園

予
定
は
い
つ
な
の
か
。

町
長　

公
募
は
、
早
い
時
期

に
、
ま
た
、
来
年
の
４
月
開

園
目
標
は
、
現
実
問
題
と
し

て
難
し
い
が
来
年
度
の
早
い

時
期
を
考
え
て
い
る
。

問　

業
者
の
選
定
の
条
件
も
、

選
定
も
、
開
園
の
日
程
も
決

ま
っ
て
い
な
い
の
か
。

町
長　

急
い
で
い
く
。

問　

前
回
公
募
に
失
敗
し
て

か
ら
、
変
化
が
あ
る
か
。

町
長　

国
有
地
の
場
所
の
確

保
が
で
き
て
い
る
。

問　

そ
れ
は
、
森
戸
荘
跡
地

の
こ
と
で
、
自
民
党
安
倍
政

権
の
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
の
お
か
げ
か
。

町
長　

そ
の
と
お
り
だ
。

問　
　

平
成
26
年
度
保
育
園

開
園
の
見
通
し
は
あ
る
か
。

町
長　

た
と
え
無
理
で
も
、

自
分
自
身
の
言
葉
に
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
。

問　

何
の
計
画
性
も
な
し
に

26
年
度
中
に
開
園
を
す
る
と

聞
い
た
ら
、
町
民
は
必
ず
で

き
る
、
も
し
く
は
計
画
が
あ

る
か
と
言
わ
れ
る
が
。

町
長　

実
現
を
す
る
。

問　

建
物
の
解
体
費
用
は
１

年
待
て
ば
、
国
が
土
地
を
更

地
に
し
て
貸
す
と
言
っ
て
い

る
。
町
長
は
平
成
26
年
度
に

こ
だ
わ
る
余
り
、
町
で
解
体

費
用
を
持
つ
の
か
。

町
長　

国
の
お
金
も
町
の
お

金
も
、
我
々
の
税
金
だ
、
町

の
税
金
を
使
っ
て
取
り
壊
し

て
、
何
ら
問
題
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問　

消
防
長
退

任
・
平
成
24
年
度
決
算
報
告

書

中村文彦

保
育
園
予
定
地
の
建
物
解
体
費
用
は
町
が
持
つ
の
か

町
長　

国
の
お
金
も
町
の
お
金
も
我
々
の
税
金
だ

問　
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
」
と
は
、
健
康
診
断
の
受

診
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参

加
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と

特
典
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
、
健
康
受
診
率

を
上
げ
医
療
費
等
の
抑
制
や

ま
ち
作
り
人
作
り
に
つ
な
げ

ら
れ
る
施
策
と
し
て
注
目
、

実
施
さ
れ
て
い
る
。
早
期
の

導
入
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

町
長　

健
康
を
啓
発
し
な
が

ら
マ
イ
レ
ー
ジ
を
使
う
の
は

商
工
会
の
発
展
や
地
場
産
業

に
も
影
響
が
与
え
ら
れ
る
も

の
だ
。
実
施
し
て
い
る
市
町

村
の
成
果
を
調
査
し
、
対
応

を
検
討
す
る
。

問　
「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
」

は
バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
よ
り
も
は
る
か
に

受
診
し
や
す
い
。
横
須
賀
市
、

三
浦
市
、
小
田
原
市
等
で
実

施
し
良
い
成
果
が
出
て
い
る
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
多
く
は
子

供
の
時
な
の
で
、
中
学
生
の

検
査
が
最
も
効
率
的
ら
し
い
。

中
学
生
へ
の
無
料
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
早
急
に
逗
葉
医

師
会
と
調
整
し
、
実
施
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

医
師
会
と

は
定
期
的
に
三
者
懇
を
持
っ

て
い
る
。
次
は
10
月
か
11
月

に
開
催
の
予
定
だ
。
テ
ー
マ

と
し
て
投
げ
か
け
る
。

町
長　

予
防
策
、
健
康
増
進

策
で
町
民
が
元
気
に
な
り
医

療
費
の
低
減
が
で
き
れ
ば
非

常
に
素
晴
ら
し
い
。
効
果
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
取
り
組
む
。

問　

特
に
高
齢
者
の
多
い
、

い
き
が
い
事
業
団
の
作
業
に

対
し
、
緑
地
を
含
む
町
有
地

全
て
に
安
全
点
検
と
安
全
対

策
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長　

対
応
す
る
。

鈴木道子

受
診
し
や
す
い
「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
」
を
早
期
に
導
入
す
べ
き
だ
が

町
長　

効
果
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
組
む

森戸荘跡地森戸荘跡地
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問　

町
の
地
域
防
災
計
画
で

は
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
現
状
と

課
題
を
伺
う
。

町
長　

現
在
、
福
祉
避
難
所

に
準
じ
た
協
定
施
設
と
し
て
、

民
間
６
施
設
と
災
害
時
の
緊

急
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　

今
後
、
対
応
可
能
な
施
設

を
評
価
し
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
に
向
け
て
努
力
す
る
。

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処

理
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
処
理
の
金
額
が
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
の
約

倍
の
経
費
で
あ
る
。
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
脱
退
は
可
能
だ
が
。

町
長　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
は
法
律
に
基
づ
く
制
度
で
、

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

焼
却
炉
廃
炉
及
び
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
諸
施
設
の

解
体
に
向
け
て
の
調
査
費
等

を
、
26
年
度
予
算
に
計
上
す

る
考
え
は
。
町
長
の
考
え
方

で
、
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

町
長　

現
状
の
調
査
は
、
今

年
度
業
者
等
に
聞
け
ば
可
能

で
あ
る
。
わ
か
り
次
第
速
や

町
長　

勧
奨
退
職
制
度
は
勉

強
し
た
が
、
私
の
責
任
に
お

い
て
の
み
判
断
し
て
い
る
。

問　

１
人
で
決
め
て
よ
い
こ

と
で
は
な
い
。
書
類
も
出
て

い
な
い
の
か
。
公
開
の
場
で

は
答
え
ら
れ
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

こ
の
部
分
は
個

別
具
体
的
な
ケ
ー
ス
な
の
で
、

答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

横山すみ子

町
ご
み
処
理
施
設
の
撤
去
に
関
す
る
調
査
・
評
価
の
報
告
を

町
長　

わ
か
り
次
第
、
速
や
か
に
報
告
す
る

問　

来
年
４
月
以
降
消
費
税

率
が
３
％
引
き
上
げ
と
な
る

が
、
そ
の
引
き
上
げ
が
町
財

政
に
寄
与
す
る
の
か
否
か
。

町
長　

消
費
税
は
平
成
26
年

４
月
、
ま
た
そ
の
後
は
平
成

27
年
10
月
に
も
税
率
引
き
上

げ
と
な
る
見
込
み
だ
。
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
町
財
政
へ

の
影
響
と
し
て
は
、
歳
出
面

で
物
品
の
購
入
や
委
託
業
務

な
ど
の
消
費
行
為
に
課
税
さ

れ
る
消
費
税
の
引
き
上
げ
相

当
分
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

歳
入
面
で
は
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
る
地
方
消
費
税
の
税
率

引
き
上
げ
に
よ
り
、
地
方
消

費
税
交
付
金
や
地
方
交
付
税

の
原
資
の
一
つ
で
あ
る
消
費

税
の
増
収
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
普
通
交
付
税
も
増

加
す
る
見
込
み
だ
。

問　
（
歳
入
・
歳
出
）プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
で
は
。

総
務
部
長　

税
率
が
３
％
引

き
上
げ
と
な
る
場
合
、
６
千

万
円
弱
の
支
出
増
に
な
る
想

定
を
し
て
い
る
。
差
し
引
き

現
時
点
で
は
種
々
の
不
確
定

要
素
が
あ
る
が
、
単
純
計
算

で
は
約
１
億
８
千
万
円
ほ
ど

　

町
長
の
施
政
方
針
で
は
同

審
議
会
委
員
と
の
懇
談
な
ど

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
長
は

同
審
議
会
に
な
に
を
期
待
し

て
い
る
の
か
。

町
長　

今
後
は
事
業
計
画
の

変
更
に
つ
き
諮
問
し
、
答
申

を
得
る
こ
と
と
し
、
現
在

個
々
に
ご
意
見
を
拝
聴
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

守屋亘弘

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
は

総
務
部
長　

１
億
８
千
万
円
程
度
の
歳
入
増

葉山町地域防災計画葉山町地域防災計画

つり銭の山つり銭の山

か
に
報
告
す
る
。

問　

消
防
長
辞

任
の
経
過
と
勧

奨
退
職
申
し
出

書
の
扱
い
の
経

過
を
伺
う
。
事

実
関
係
を
調
べ
、

質
問
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

私

は
こ
の
勧
奨
退

職
申
し
出
書
を

存
じ
な
い
。

総
務
課
長　

勧

奨
退
職
申
し
出

書
は
受
理
し
て

い
な
い
。

の
歳
入
増
と
な

る
見
通
し
だ
。

問　

下
水
道
使

用
料
は
３
％
分

上
が
る
の
か
。

総
務
部
長　

そ

の
通
り
だ
。

問　

現
在
の
公

共
下
水
道
審
議

会
委
員
の
任
期

は
、
昨
年
12
月

か
ら
26
年
11
月

末
ま
で
で
、
今

ま
で
同
審
議
会

は
一
度
も
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。
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問　

ご
み
の
戸
別
収
集
全
町

実
施
に
向
け
て
、
様
々
な
実

証
実
験
で
見
え
て
き
た
課
題

と
問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

国
県
道
沿
い
や
夏
の

海
岸
及
び
商
業
地
域
で
の
資

源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影
響

調
査
を
行
っ
た
が
、
今
年
は

従
来
よ
り
観
光
客
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
資
源
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
並
び
に
そ
の
近
隣
で

の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
あ
り
、

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
た
。

厳
し
め
の
警
告
文
を
掲
示
し

た
り
、
啓
発
活
動
に
取
組
ん

だ
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
検

討
も
必
要
だ
と
思
う
。

問　

町
内
の
美
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
町
長
か
ら
の
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
だ
が
。

町
長　

空
き
缶
や
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
に
関
し
て
は
、
町

外
の
方
々
に
向
け
て
国
道
に

横
断
幕
を
掲
げ
る
な
ど
啓
発

に
努
め
る
。
犬
の
糞
の
放
置

問
題
は
、
ず
っ
と
解
決
策
が

見
つ
か
ら
ず
に
悩
ん
で
お
り
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
際
し
、
非
常
時
の
食
糧

等
の
備
蓄
に
関
し
て
は
、
広

域
の
長
期
避
難
所
と
な
る
学

消
防
長
の
相
次
ぐ
辞
職
と
い

う
事
態
を
招
い
た
、
町
長
自

身
の
危
機
管
理
能
力
や
危
機

回
避
能
力
に
関
す
る
自
己
認

識
を
伺
う
。

町
長　

本
当
に
残
念
な
状
況

で
あ
り
、
私
自
身
の
不
徳
の

い
た
す
と
こ
ろ
だ
が
、
実
際

に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ

き
だ
っ
た
か
、
反
省
を
含
め

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

待寺真司

町
内
の
美
化
促
進
を

町
長　

町
内
外
に
向
け
啓
発
に
努
め
る

町
長　

繰
入
金
の
現
状
維
持

を
行
う
。

問　

国
保
の
広
域
化
に
期
待

す
る
と
い
う
が
、
広
域
化
は

地
域
の
実
情
や
生
活
実
態
は

考
慮
さ
れ
ず
、
県
が
保
険
料

を
決
め
、
徴
収
は
自
治
体
任

せ
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

は
広
域
化
。
事
例
を
考
え
れ

ば
、
運
営
は
困
難
で
は
。

町
長　

国
、
県
の
動
向
に
注

置
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

入
札
・
補
助
金

等
の
手
続
き
上
、
夏
休
み
設

置
に
な
る
。

問　

葉
小
で
窓
か
ら
雨
が
吹

き
込
み
、
粘
土
で
補
修
し
た

と
聞
く
。
危
険
に
関
係
な
い

箇
所
の
修
繕
の
優
先
順
位
は
。

教
育
部
長　

危
険
度
に
関
係

な
く
、
毎
年
度
、
学
校
と
協

議
の
上
修
理
し
て
い
る
。

窪田美樹

妊
産
婦
健
診
補
助
の
拡
充
に
向
け
た
考
え
は

町
長　

受
診
１
回
に
つ
き
プ
ラ
ス
500
円
は
考
え
た
い

問　

妊
産
婦
健
診
補
助
は
葉

山
町
４
万
９
千
円
、
全
国
平

均
が
９
万
７
千
円
。
５
万
円

以
下
は
全
国
で
も
0.8
％
し
か

な
い
。
補
助
拡
充
の
考
え
は
。

町
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
横

須
賀
市
と
の
比
較
を
挙
げ
て

お
り
、
受
診
１
回
に
つ
き
プ

ラ
ス
500
円
は
考
え
た
い
。

問　

国
保
料
の
逗
子
市
と
の

格
差
是
正
は
考
え
て
い
な
い

と
言
う
が
、
少
し
で
も
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

町
長　

被
保
険
者
で
独
立
採

算
を
行
う
上
で
、
一
般
財
源

か
ら
６
千
万
円
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。

問　

保
険
料
が
上
が
っ
て
い

る
。
保
険
料
変
動
で
被
保
険

者
の
負
担
も
大
き
い
。
負
担

増
に
合
わ
せ
た
補
助
は
。

  

夏場の不法投棄がひどかった資源ステーション夏場の不法投棄がひどかった資源ステーション

校
の
体
育
館
な

ど
の
学
校
施
設

で
の
保
管
も
で

き
る
よ
う
に
組

み
込
む
べ
き
と

思
う
が
。

教
育
長　

避
難

所
の
近
く
に
最

低
限
の
食
糧
や

水
等
が
あ
る
の

は
大
事
だ
。
計

画
が
立
て
ら
れ

れ
ば
協
力
を
し

た
い
。

問　

副
町
長
・

視
す
る
。　

問　

小
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置

は
４
校
同
時
に

す
べ
き
だ
。

町
長　

一
斉
に

導
入
す
る
と
壊

れ
る
の
も
同
時

だ
。

問　

修
繕
計
画

を
き
ち
ん
と
立

て
れ
ば
良
い
こ

と
。
５
月
で
も

暑
い
日
が
多
い
。

春
休
み
中
に
設
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ス
ズ
メ
バ
チ
助
成
制
度
の
見
直
し
を
す
る
考
え
は

町
長　

助
成
金
の
見
直
し
を
検
討
す
る

問　

９
月
16
日
災
害
対
策
警

戒
本
部
が
設
置
さ
れ
、
消
防

長
の
不
在
は
、
危
機
管
理
と

し
て
不
適
切
だ
っ
た
の
で
は
。

町
長　

担
当
部
長
と
し
て
出

て
き
て
ほ
し
か
っ
た
。

問　

消
防
長
に
就
任
で
き
る

職
員
の
条
件
と
資
格
者
は
。

総
務
部
長　

消
防
署
長
相
当

職
１
年
以
上
、
国
県
で
消
防

事
務
に
従
事
し
た
課
長
以
上

を
２
年
以
上
・
行
政
事
務
に

従
事
し
た
部
長
以
上
の
期
間

が
２
年
以
上
の
職
員
で
、
現

在
５
、
６
人
が
条
件
に
合
う
。

問　

内
示
は
こ
れ
か
ら
か
。

町
長　

本
会
議
終
了
後
、
部

長
た
ち
と
話
を
し
た
い
。

問　

職
員
の
昼
食
や
休
憩
場

所
の
改
善
に
つ
い
て
、
自
席

で
昼
食
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

問　

平
成
18
年
４
月
に
施
行

さ
れ
て
い
る
ス
ズ
メ
バ
チ
駆

除
費
助
成
金
制
度
の
見
直
し

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

近
隣
市
町
村
の
状
況

を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
検
討

す
る
。

問　

ス
ズ
メ
バ
チ
ト
ラ
ッ
プ

の
導
入
は
。

町
長　

女
王
蜂
を
あ
る
程
度

駆
除
す
る
事
が
期
待
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
。
５
月
・

６
月
の
設
置
が
最
適
。
状
況

の
把
握
に
つ
い
て
は
部
長
に

指
示
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
の
体

制
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

は
じ
め
て
の
こ
と
で

も
あ
り
、
農
業
被
害
を
最
小

限
に
食
い
と
め
る
た
め
、
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
を
担
当

ら
な
い
現
状
の
改
善
は
。

町
長　

休
憩
場
所
の
確
保
が

課
題
だ
。
現
場
の
改
善
に
つ

い
て
、
来
年
度
予
算
で
何
ら

か
の
対
策
を
打
ち
た
い
。

問　

待
機
児
童
解
消
の
た
め

認
可
保
育
園
の
募
集
要
件
は
。

保
健
福
祉
部
長　

既
存
の
社

会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い

る
保
育
所
に
お
願
い
し
た
い
。

問　

葉
山
保
育
園
の
定
員
数

に
指
示
し
て
い
る
。

問　

い
つ
、
サ
ル
の
出
没
情

報
を
得
て
い
た
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

９
月
４
日

の
午
前
中
に
逗
子
市
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
町
民
か
ら
は
９

月
６
日
午
後
に
長
柄
・
南
郷

交
差
点
で
目
撃
情
報
を
受
け

た
。

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

た
の
は
い
つ
か
。

生
活
環
境
部
長　

９
月
11
日

に
載
せ
て
町
民
に
注
意
喚
起

し
た
。

問　

教
訓
と
し
て
今
後
、
町

る
の
で
は
。

町
長　

一
時
的
で
あ
れ
ば
可

能
だ
。
ま
た
、
無
認
可
保
育

園
児
へ
の
補
助
も
検
討
中
。

問　

全
国
的
に
学
童
保
育
利

用
者
が
年
々
増
加
し
、
校
内

余
裕
教
室
の
場
所
設
定
も
多

い
が
、
葉
山
で
の
可
能
性
は
。

教
育
長　

基
本
に
立
ち
返
っ

て
、
も
う
一
度
議
論
を
し
直

す
必
要
が
あ
る
。

民
に
情
報
を
発
信
す
る
手
段

と
し
て
は
Ｆ
Ｍ
葉
山
に
協
力

を
得
る
と
か
、
防
災
無
線
を

利
用
す
る
と
か
検
討
で
き
な

い
か
。

総
務
部
長　

今
後
の
検
討
の

中
で
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
２
０
２
０
年
に
決
定

し
た
こ
と
で
機
構
改
革
に
影

響
が
あ
る
か
。

町
長　

今
後
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
対
応
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

長塚かおる

消
防
長
不
在
は
危
機
管
理
と
し
て
不
適
切
で
は

町
長　

本
会
議
終
了
後
対
応

葉山保育園ホール葉山保育園ホール

 逗子市で目撃されたサル 逗子市で目撃されたサル

を
一
時
的
に
増

加
で
き
る
か
。

保
健
福
祉
部
長

　

ホ
ー
ル
部
分

を
入
れ
て
定
員

の
余
剰
が
あ
る

か
試
算
し
て
み

た
い
。

問　

産
休
保
育

士
が
現
場
に
復

帰
し
て
も
臨
時

的
任
用
職
員
を

継
続
し
た
ら
、

受
け
入
れ
園
児

数
も
増
加
で
き
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平成25年 第４回定例会 は
12月３日（火）
からの予定です。

皆様の傍聴をお待ちしています。

　

今
年
の
夏
の
大
き
な
出
来

事
と
し
て
は
、
９
月
７
日
の

早
朝
に
２
０
２
０
年
に
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
都
市
が
マ
ド
リ
ー
ド
・

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
東
京
の

３
都
市
の
内
、
最
終
選
考
の

末
、
東
京
が
開
催
都
市
に
決

定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
１
９

６
４
年
以
来
56
年
ぶ
り
、
２

度
目
の
開
催
で
あ
る
。
今
後
、

現
在
の
主
な
所
管
省
庁
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
文
部
科
学
省
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
厚
生
労

働
省
で
は
あ
る
が
、
以
前
か

表
紙
説
明

議
長　
　
　
　

金
崎　

ひ
さ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

畑
中
由
喜
子　

荒
井　

直
彦

守
屋　

亘
弘　

田
中　

孝
男

土
佐　

洋
子　

窪
田　

美
樹

ら
国
会
等
で
議
論
が
さ
れ
て

お
り
、
近
い
将
来
に
、
各
省

庁
の
役
割
分
担
の
再
編
が
行

わ
れ
、仮
称
で
は
あ
る
が「
ス

ポ
ー
ツ
庁
」
の
設
置
が
望
ま

れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国

民
誰
も
が
期
待
し
て
楽
し
み

に
し
て
い
る
こ
の
大
会
に
葉

山
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
誕
生
す
る
こ
と
も
夢
で
は

な
い
。

10
月
28
日
記　

荒
井
直
彦

　今回の議会報告会では、議会第３回定例会において審査を行った平成24年度決算を中心に、
町の状況等を皆様に報告します。
　事前申込みは不要ですので、どなたでもお気軽にご参加ください。

この議会だよりをご持参ください。
◇お問い合わせ先◇　議会事務局　☎046（876）1111　内線421

議会報告会開催のお知らせ 主催：葉山町議会

　

８
月
下
旬
、
葉
山
沖
に

て
ヨ
ッ
ト
の
Ｏ
Ｐ
級
ア
ジ

ア
選
手
権
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
14
の
国
と
地
域
か

ら
105
人
の
子
ど
も
た
ち
が

葉
山
町
を
訪
れ
、
海
上
に

て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
選
手
が
上
位
を
独
占
し

ま
し
た
が
、
葉
山
町
か
ら

も
２
人
の
子
ど
も
た
ち
が

出
場
し
、
健
闘
い
た
し
ま

し
た
。

～平成24年度決算の主な審査内容について～
日　　　時 場　　　所

11月16日（土）
10：00 ～ 11：30

教育総合センター会議室
（駐車場は、役場駐車場をご利用ください）


